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T15 ここで「次に」を使って，第 2段落と第 3
段落を順序づけて並べる計画のもとに，ここ
で「まず」を使うってことになるね。（文章の
上位下位の階層とその表現方法）
T16 1文めに別の書き出し方をした人もいたね。
S28「かりに」で始めて，「ガリガリ」のところに
「シャリシャリ」を代わりに入れ，「かりに『シャ
リシャリくん』ならどうだろう。」にする。（仮
定法の活用）
S29「シャリシャリ」も氷をかじる音を表すのだ
から，「シャリシャリ」くんでもよいのではな
いだろうか，と書く。（共通点も挿入・読み手
の課題意識を高める工夫）
S30 いいね。なんだかおもしろい。（読み手の興
味喚起）
活動3－6－① 話し合いを踏まえ，各自よりよ
い方法を判断して書き直そう。
① 学習者の文例
この氷菓のおいしさをアピールするなら
同じように氷をかじる「シャリシャリくん」
にしてもよかったのではないか。
しかし「シャリシャリ」は，比較的粒の
細かい氷をかじる音を表すので，かみごた
えが弱い感じがする。
これに対し「ガリガリ」はシャリシャリ
よりも粒の粗い氷をかじる音を表すので，
かみごたえが伝わる。
だから，商品名に「ガリガリ」を使った
ことで，かみごたえ十分のアイスを豪快に
食べるおいしさをアピールする効果がある
のだ。
② 考察
身の回りの生活からオノマトペを見つけ出し，
その効果を客観的かつ日本語学的に分析するこ
とは，学習者にとって，自らの言語生活を見直
し再発見する恰好の機会となった。材料として
は，お菓子等の名称を中心に豊富にあるため，
どの学習者にとっても容易に見つけられる。そ
れを分析する際には，自分たちが見出したルー
ルに当てはめてみるのだから，自分で語学研究
をしている知的な充実感がある。極めて感覚的
な特性を持つ言語をあえて「説明」という客観
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的な分析や記述が求められる文種でまとめるこ
とは，学習者にとって新鮮な言語活動であった
ようである。
第7時 生活からマーケティングで活躍するオノ
マトペを見つけてきて，効果を考え，説明する文
章を書く。
（4）オノマトペ研究冊子の執筆と編集をする段
階。（第４次）
第8時 オリジナルオノマトペを創作し，意味や
用法を説明する文章を書く。
第9時 クラスのオノマトペ集の執筆分担を決め
たり清書をしたりする。
① 考察
日常的に無意識に使っているオノマトペを分
析した結果を冊子という形でまとめたことは，
学習者にとって充実感を味わえる活動であった。
一人一人が分担執筆して，書き上げたため，簡
単な編集の体験ともなった。各学級の「オノマ
トペ研究」の成果を手に取りながら，楽しんで
読み合う姿が見られた。
10 学習後の生徒の感想例
（1）国語を尊重する態度・国語への関心の面か
ら学習者の感想を類型化すると，次のようにな
る。
① 国語（オノマトペ）への興味
② 国語（オノマトペ）の偉大さへの気付き，
尊敬
③ 日本人の感性の豊かさ
中学校国語科における言語単元の開発研究（2）
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図６ 創作オノマトペを説明した文章
図５ オノマトペの効果を説明した文章②
図４ オノマトペの効果を説明した文章①*2
*2「シャキッと！」は，はごろもフーズ株式会社の登録
商標である。
Ｎ
生
Ｔ
生
Ｋ
生
④ 無意識を再発見する喜び 意識するおもし
ろさ
⑤ 自分の生活と国語（オノマトペ）との関わ
りの強さ，恩恵
⑥ 国語（オノマトペ）の継承と創造
【Aさん】①④
これだけのオノマトペを使いこなせるのは日本
人の特権だと思う。いつも使っている日本語だけ
ど今回初めて日本語っておもしろい言葉だなあっ
て思いました。
【Bくん】①④
本能的な言葉なのにそこにはしっかりしたルー
ルがあるという一見矛盾しているような，してい
ないようなそれがおもしろい。規則も知らないの
に規則を守って使っていて不思議なことをしてい
るなあ。
【Cくん】①
本能的でありながらルールを駆使して意識的に
創作もできるところがおもしろい言葉だ。
【Dさん】①②④
中学二年になるまでオノマトペという言葉を知
りませんでした。でもいま知って本当に奥深い言
葉だなって思います。濁点のルールとか繰り返し
のルールとかいろんなルールが潜んでいることに
も驚きました。オノマトペはほぼ無限にある。今
まで無意識に使っていたのを意識して使うと結構
おもしろいかも。
【Eくん】①
国語が嫌いだから日本語も好きじゃないって思っ
ていたけど，オノマトペを勉強して日本語が好き
になりました。
【Fさん】②
のび太の例をオノマトペなしに変換してみよう
としたら難しくかえって分かりにくくなってしまっ
た。それにオノマトペを使いそうになってしまっ
て，私はオノマトペがなければ生きていけなくなっ
ているんだなあって思うとおもしろい。オノマト
ペのおかげで伝え合ってわかり合っていることに
気づいた。
【Gくん】②
どんな言葉をたくさん重ねても重ねても伝わり
きらない微妙な感じも一発で伝えられるその表現
力の豊かさに感心した。
【Hくん】①②⑤⑥
今まで何も考えずに使っていたけど，学習の途
中で「なるほど」「たしかにそうだ」と思うこと
がたくさんありました。こんな簡単な言葉なのに
あまりにもたくさんの説明できないようなニュア
ンスをピタッと一気に伝えられてものすごい高度
な言葉だと思いました。オノマトペは偉大な言葉
だ。勉強したことをオノマトペの偉大さとかおも
しろさとか大事さに気づいていない人に知っても
らいたいので教えてあげようと思う。
【Iさん】①④⑤
オノマトペと聞いて最初はよくわからなかった
けど学習を進めるうちにオノマトペは私の生活に
なくてはならないものだと感じるようになりまし
た。オノマトペを学んだことで日本語の魅力にあ
たらためて惹かれました。オノマトペを新たな視
点からとらえ直してみたこの授業はすごくおもし
ろかったです。
【Jさん】③
自分たちに日本人が特に習ったわけでもないの
に無意識にたくさんの種類のオノマトペを覚えて
使いこなしていることに気付いて驚きました。
【Kくん】③
日本人はこんなにたくさんのオノマトペを使う
ということは微妙なニュアンスを全部使い分ける
人間がいっぱいいるってことなんだと思った。
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図７ オノマトペ文集の表紙
【Lさん】③
オノマトペにはいろんなルールがあるけれど，
やはりオノマトペはあれこれ考えずに反射的に感
覚的に使うからこそ意味があって，そんなときに
気づいたらもう使っている言葉が一番合っている
んだと思う。それ自体，オノマトペは日本人の感
性に染みついている言葉だと思う。
【Mくん】④
いつも感覚的に伝え合っている言葉の中身を説
明するのは難しかった。あたりまえで無意識に分
かっていることを深くいろんな角度から考え直し
てみるのがとてもおもしろかった。
【Nさん】⑤
オノマトペを勉強し始めてから買い物のときと
かにオノマトペを見つけると「こんな感じを伝え
るためにこのオノマトペを使ったのかな」ってつ
い考えるようになりました。
【Oくん】⑤④
最初は教科書にも載っていないこんなくだらな
いような言葉を勉強することにどんな学ぶ意味が
あるのかと少し馬鹿にしていました。しかし，学
ぶにしたがって奥深くて不思議な言葉だと分かっ
てきました。思えば，食べ物，生活用品，僕の好
きな漫画やアニメなどいろいろなところにぴった
りのオノマトペが使われています。こんな風に身
近な言葉の中に新しい発見があっておもしろかっ
たです。
【Pさん】⑤②
お金を使わない日があってもオノマトペを使わ
ない日はないって話を聞いて，本当かどうか試し
てみました。「絶対オノマトペ以外の他の言葉で
言うぞ」って決心したけどだんだん苦しくなって
やっぱり駄目でした。オノマトペなしには生きて
いけないですね。
【Qくん】⑥
日本人はこんなたくさんのオノマトペを言葉を
いつから使っているのだろう。どのオノマトペが
一番長寿なんだろう。調べてみたい。ぼくも後世
に残るオノマトペを作り出したい。みんなが分有
してくれればいい。
【Rくん】⑥④
初めは，こんな簡単な言葉を10時間近くも何
を勉強するんだろうって思いました。でも，ルー
ルを見つけたり，違いを説明したりもやっていく
うちにおもしろくて，はまっていました。最後に
はクラスで冊子も編集しておもしろかったです。
外国のオノマトペと比べたり昔のオノマトペを調
べたり，10時間どころかまだまだ調べてみたい
と思いました。
（2）「説明する文章を書く」という面から
① 自分で体と頭をはって説明文を書くときに
こそ，理解が深まるのだと思いました。
② 普段何気なく使っている言葉を改めて説明
するのは難しくておもしろいことでした。
③ 比較や結論の文末表現などの書き方を決め
ていくのは難しいけどとても楽しかったです。
④ 比較して何かを説明することはよくあるけ
ど，今までは考えずにやっていたと思った。
⑤ 文は長く詳しく書けばいいと思っていまし
た。対比させたり引き合いを出したりして，
計画的に工夫して書くことが大事だと分かり
ました。
⑥ 具体例は，思いついたものをなんとなく挙
げるのではなく厳選することが大切だと知っ
た。
⑦ 文と文との間にある関係や文章の流れを意
識しながら書くと分かりやすくなることが分
かった。
11 結語
（1）「言語単元」の有効性
① 「学習後の生徒の感想例」にも見られるよ
うに，言語という題材は，彼らにとって魅力
あるものである。それには，次のような理由
がある。
ア 無意識にかつ日常的に慣れ親しんでいる
言語にもかかわらず，新しい発見があるこ
と。
イ アの結果，新たな課題が浮上し，調査・
研究してみたいという意欲が湧くこと。
ウ 自らの生活に直結するので，学んだこと
を生かそうという見通しと意欲がもてるこ
と。
エ 言語は学習者の共通体験に基づく考察が
可能であり，また身近な素材であるため，
親近感があること。
② オノマトペという言語事象を題材に取り上
げることは，次のような点で有効である。
中学校国語科における言語単元の開発研究（2）
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ア 日常的で親近感の湧く題材であること。
イ 一見無秩序な語群であるが法則性があり，
学習者の言語生活もその法則に従っている
こと。また，その法則性を発見するのは知
的な楽しみを喚起する学習であること。
ウ イの法則性が，オノマトペの意味の違い
や語感の違いと大きく関わり，言語の形態
と意味との関係が学習者によく感知される
こと。
エ オノマトペを共時的に考察することを通
して，オノマトペの通時的な考察にも関心
が及ぶこと。
（2）「説明文を書く」ことの有効性
ア 感覚的な言語を題材に，あえて客観的な
分析や記述が求められる「説明文を書く」
という言語活動に取り組ませたことは，
「説明」という言語活動の本質である「相
手の問いに応える」ことを具現化するもの
であるということ。
イ 語の成立に規則性をもち，また，語の意
味に類似性と差異性をもつオノマトペにつ
いて説明することは，多様な思考法を駆使
しないと不可能な作業である。
説明文を書くことによって，多様な思考
の鍛錬が可能になる。その指導のための題
材選定が重要であることは言うまでもない。
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